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1.緒言

(社)海外農業開発コンサんタンツ協会(ADCA)調査Eflは,平成5年8月3日から8月

1 6日までの期間､駐日クーァテ7ラ大使館より得た情報に基ずいて同国北西部地域の

農業開発計画案件の発掘調査を実施した｡事前に､同大使館より本国外務省に連

絡が行き､ニこが各関係省庁への調整を取ってくれたので現地での調査業務は､

極めてスムースに運んだ｡

調査団は現地滞在中､各関係機関を訪問し､関係者と同国北西部地域の農業開

発の諸問題について意向打診､意見交換､資料/情報の収集及び現地捲査を実施

した｡

調査対象地域の同国北西部に位置する Quiche 及び 杜uehuetenango 両県はクー7

テマラ国では最貴地域と云われる開発の遅れた地域で,近年かって軍部の脅威からメ

キシコへ避難した難民の帰還定住事業が進められており政府はこの地域の農業開発､

社会インフラ整備等の事業計画を政策の最優先順位に置いている｡

現地踏査の結果､難民の帰還が始まっている Quiche 県のIxcan地区の農村地

域開発が緊急性を要し､無償案件として検討に催するものであった｡一方,開発

の遅れている両県は､長期的展望に立った農業･農村開発計画の策定が必要と思

われ､その方向で調査を実施したo

本報告書は､同国北西部地域､特にQuiche 県のⅠⅩcan 地区に付いて調査結果を

簡単に取りまとめたものであるが出来るだけ早い時期に日本政府の技術･経済協

力の対象として検討されることを切に願うものである｡

終わりに本調査の実施にあたり､多大なるご協力を戴いたクーァテマラ政府の関係機

関､在クーァテマラ日本大使館及び現地企業関係者に対し､深く謝意を表する次第であ

る｡

平成5年8月

AI)CA 農業開発調査畑長

新 原 輝 久
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2.クー7テマラ共和国の概要

クー■ァテマラ共和国は中央アメリカのユカタン半島の基部に位置する面積10万8.889 Em2､北緯

14
D

- 17 o

西経 88
o

l g2
o

で北西側はJ(リースー､メキシコに東南側はホ)シーエラス､エ

ルサ附＼ナドルに接するo 南西側は太平洋に長い海岸綿を有し､東部は方J)7-海に面するo

人口は約990万人(1992 年推定)で中米5ケ国中､最大で人種的にはインテーィォの原住

民が 56 % 白人との混血が 36 %,白人が 8 % となっておりスJ(イン語が公用語で

あるc 人口密度は90.9 人/km2で 人口増加率は2.9 % (1980 - 90 年平均)と高

いc GNPは1989年で920 S/人で農業の Gt)P 寄与率は 25.8 %,労働人口の 58.1 %

(1990 年)が農業分野に就業している｡

国土はその自然･社会条件から3つの地域に大別される｡第1は中央高地(Al上

i Piano)でSierra 朋adre 山脈等に囲まれた海抜 800
- 2400 m の平地に乏しい諸

盆地からなるが気候が熱帯高地気候を有し,温暖もしくは冷涼で降雨も最東部を

除けば多く居住に適している｡故にここにクーァテマラ人口の大部分が集中している｡

中央高地は東から西進するにつれて高度を増し,植生､栽培作物も変わって来る

が主要基幹作物のトウモロコシ､ 7畑レスはほぼ全域にわたって栽培されている｡又､有名

なクーァテマラコートもこの地帯で栽培されている｡

第2の南部沿岸低地(La Costa Sur)は太平洋岸に沿った幅 50 I 70 km の低

地で熱帯サハーフナ気候を有し､土壌も比較的肥沃でその農業開発の可能性は大きい｡

栽培作物は綿花､八11ナナ栽培が中心であり機械化された大農方式が採用され, -那

では高い農業生産性を見せている一方､粗放な牧畜に用いる大農経営も見られる.

第3の北部低地(petenとIzabal県)は湿潤な熱帯雨林ないしサ八一け気候であ

るが土壌が強い酸性を呈し､表土が薄い為､ク‾ァテマラ国内では最も未開発な地域で

あった.ニの中で中央高原に近接した部分には近年､石油その他の鉱産資源開発

のためにイ〃ラの整備が進み､それに伴って農民の入植が進行しつつある｡この地

域のPeten 県は国土の3分の1を占め､人口は希薄で現状では経済価値に乏しく､

農業開発は殆ど進んでおらず今後ともに急速な進展の可能性は小さい｡

経済の動向としては過去30年に於けるクーァテマラ経済は GDP 成長率の趨勢から見て

3期に分けられる.第1期は1960 - 1970 年代でGI)P が年率平均 5 %の成長をと

げ､この期間は農産物の輸出が好調で工業製品輸出も近隣諸国へ順調に伸びた時

代である｡第2期は1980
-

85 年代で世界全般の国際軽済環境が悪化する中で主

要輸出農産品のコート､綿花の低迷､近隣諸国との政治経溝情勢悪化による工業製

品輸出低下､内政の不安などで GDPがマイナスに転じ-1.2 %を示した｡

第3期は31年間の軍政から民政移管後のセレゾ政権となった1986年以降で通貨の切り

下げと共に抜本的な軽済政策を実施してGDP は マイナスから7.ラスに転じ､ 1988年は

3.6 % の成長となりマクロ経済は一応回復へ向かい始めた｡

ー 3 -



現在ク､､ァテマラ経済が抱える大きな問題の一つは,人口増加率が 2.9 % と高いた

め､ 1980 年代前半に大幅に低下した1人当たり実質 GDP の回復が遅々として19

78年代水準に戻っておらず,加えてインフレ率が年に2桁で進行(食糧品が顕著)し

ているのでミ知的には国民の実質貸金低下が進行している事であるo またこの他､

次の問題も指摘されるo 即ち農業分野では上記したようにクーァテマラ経済に占める

比率は依然として高く､半数の労働人口を吸収し､ 25 %弾のG D Pのシェアを占め

ているo そして輸出額に占める農産物は全休の7割近くを占め､その中､伝統的

輸出農産物(コ-i-､綿花､八一ナナ､砂糖,州クーモン､牛肉)に強く依存している.従

ってこれら国際商品の国際市況の変動にクー7テマラ経済が強く影響を受けざるを得な

い脆弱性を抱えている事である｡

3.北西部地域の概要

3. 1 開発の必要性

近年,クーァテ7テ北西部地域において軍部の脅威からメキシコに避者していた住民

が復帰しっつある｡中でもキチェ,クェウェけンコpの両県に於いては復帰住民数は､ 1993年

現在､約5､000- 6,000人余りと推定される｡メキシコへの避難民の総数は約45.

000から 50,000 人に上るが1996年道にかっての居住区に約30､000人が復帰して

くるものと予測される｡これらの地域は､長年にわたり放置されていたため農地

を始め､牧地､林野地などが荒廃しているのが現状である.ク.ァテマラ政府は, ⅠⅩca

B磨区(Quiche虞)
､ SaD L.uis IECaロ彪区(伽ic血e･HtleLltEetenangO虞)の2地区を

帰還艶民放済重点地区にすると共に治安及び貧圏対策から､これらの地域におけ

る農業開発､社会イ〃ラ整備等の事業計画を政策の最優先樽位に置いている｡この

ため､これらの荒廃した農地を擾旧･改良し､物涼条件改善のための道路整備が

急務とされるが､現在の国の財政では十分に事業計画を推進することは厳しい状

況にある｡

この様な状況を鑑み､今臥 Quiche県ⅠⅩcan地区､ Htlehuetenango県 Cuchumat

anes山猟北部地域に付いて現地調査を実施した｡

この調査の結果､前者の地域の大半は全く未開発の熱帯雨林地帯であり､また､

後者の地域も未開発山岳地帯であり車両の通行可能な道路は殆ど未整備の現状で

あったo しかしながら､ Ixcan地区 についてはU好DP による社会イ〃ラを中心と

した開発が進められており､また一部で難民帰還定住事業も始まっているために

短期および長期的展望に立脚した農村開発計画の策定が必要とされている｡この

ため､今回の調査では開発の対象地域をⅠⅩcan地区に絞って検討した｡

-
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3. 2. 計画地区の状況

Qtliche県Playa Grandeは､首都クーァテマラ市の北北西約385km､メキシコとの国境線

に面した町で,本計画対象地域ⅠⅩcan 地区の面横は､約1,543 knT2で海抜 50 -

500 m の起伏に富んだ地勢である｡地区内には140 のAldeaがあり､合計51,750

人が住んでいる｡行政の中心となる Municipio としてPlaya Grandeが存在し,

約7､000人(住民2,008人､軍隊5､000人)が居住する｡ 本地域娃､熱帯雨林気候

帯に属し､年平均降水量は､ 2477.5
mm､年平均気温24.9

o

C (表 3-2-1参照)

である｡

この地区は地勢的にはSierra de Chama (チャマ山脈)の北部平原に位置し､下流

側で国際河川となる Rio Chixoy o Negro(卵イ オ ネタ●ロ河)を始め､小河川が従

横に流下している｡ 表流水が豊富で､地下水位も比較的浅く､農業用･上水用

の水資源に恵まれた条件にある｡ 住民の77%が農業に従事し､基幹作物のトウモロコ

シやフリホレスを栽培しているが､アンケート調査によると1家族当たりの現金収入/月は2

25 Q● と㌢クーァテマラ国内では極貧地域になっている｡ Ixcan地区はメキシコからの帰還難

民が一部に居住しており,現在本地域の国有地4ケ所を帰還難民居住地に当てる計

画が進められている｡このうちメキシコ国境に近い所に山林を切り開いて1993年初め

た開設された難民居住地 Victoria には既に548家族が住んでいる.政府や教会よ

り食料の配給を受けているが居住環境は極めて悪い｡また､他の3ケ所はサ小が決

定されているのみで､アクセス道絡もこれから建設される計画でまだ開設されていな

い｡

クーァテマラ市からのアクセスは,国道 CA 9, CA 14 を通り､ Coban市経由でチャマ山脈を

横断して行くが､ Cobarl市とPlaya GraTlde間ば160 kqlあり未舗装の幅員 3.0 - 4.

0 l五 の砂利道であるため片道 6-7 時間を要し､ク＋ァテマラ市からの総所網時間は10時

間にも及び雨季に入るとしばしば通行が困難となる｡

注: a(ケo)ツアル)のレートは93年8月時点で USS=Q 5.7

- 5 -



表 312-1 Ixcan 地域の気象テサークー

月 別 月 別 月 別

平均気温(BC) 降水糧(mm) 平均湿度(%)

風速

(hms/hr)

蒸散量

(mm)

Jam

Feb

地ar

APT

祖ay

Jun

Jul

Åug

Sep

Oct

Nov

Dec

21.9

22.8

25.1

26.5

27.8

26.0

25.8

26.2

25.9

24.8

23.8

22.6

113.4

69.9

64.3

59.7

155.1

361.6

302.5

291.2

375.6

317.9

202.2

164.1

87

85

78

75

77

83

85

85

86

87

8&

89

2.6

Z.7

3.5

3.9

4.2

3.4

3.1

3.1

2+8

2.7

2.5

1.7

57.8

74.0

113.6

121.1

133.4

115

97.4

103.7

101.2

85.0

70.3

59.7

Anual M 24.9 2477.5 84 3.0 94.4

saロ Agustin Chixoy 測候所,期間: 1972-1989年間平均､海抜: 140 m

(INSEIVUMEII: 国立地震

千
山気象水文庁のChixoy 支部観測所の資料による)

3. 3 農業の概況

本調査対象地域は､年間を通じて高温多湿な気候と肥沃な土壌に恵まれており､

基幹作物のトウモロコシ､ライス(陸稲) ､ 71)ホレス豆の他､カルターモン､コ-卜､野菜等が主に栽培

されている｡又､ここはかかオ､八一ナナ,柑橘類､コショウ､八一ニラ､ J＼'インアサフ○ル､Achiote.

ココナッツ等の栽培に好適条件を備え､ I)IGESA (農業総局: Direccion General de Se

rvicios Agricolas)ではカルダーモンの育苗配布及びこのホ○テンシヤル作物の試験栽培を72h

aの圃場で実施している｡ 陸稲は門イ河-の沿線2ケ所ungenieros, Tres Rios)を中

心に栽培され､ PRODERE/UNDP 援助による精米工場が各々に建設されているが､国

内市場開拓が大きな問題で国境をこえてメキシコ等へ売られている｡又､カルタ小モンの加

工工場がイシカン地域で10ケ所あり､ここで加工されてクー7テマラ等に移送されている.畜

産は庭先養鶏の他,肉牛放牧が僅かに行われ､ DIGESEPE (牧畜業総局:Direccio

a General de Servicios Pecuarios)が Cantabalで養鶏の為の雛育成及び子取り

養豚場を運営し､地域の村民に配布している｡この他､ここではテラビアの試験養殖

を実施している｡地域内の土地利用状況は､統計テー一夕-が無く聞き取りによると下

記の通りで､農地面積は約25%と推定される｡ Region VIIはQuicheとtlueheutena

ngoの2県が含まれるがこの地域の土地利用状況は表
3-2-2 に示すようにイシカンで

の聞き取りとほぼ同様の傾向が伺われる｡ 則ち､基幹作物のトウモロコシ､フリホレス､コ

ムキーの他にコート､カルターモンの輸出作物が主に栽培され､にんにくは全国の需要をほぼ
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100究満たしているo 当園の行政区域の一つであるRegiotl VIIの全体に占める

農地面積は約11.6 % である｡

表3-3-1 EI Quiche lxcan に於ける土地利用状況

区分 土地面積(ba) 割合(%)

農地

一畑地

一水田

果樹園

俳耕地

草地

山林

その他

40,000

1,000

10

60

Source: Playa Grande のDIGESA 職員よりの聞き取り

表 3-3-2 Region VIIに於ける農産物生産状況

作物 生産量 全国(%) 地域(%) 作付け面積(ha) 地域(%)

輸出作物

-コーヒー

-カルタサモン

非輸出作物

一にんにく

一乗実

基幹作物

-トウモロコシ

-ブリホレス

-コムキー

産業作物

-シーヤがイモ

-ト7ト

ーヒ○-ナッツ

ー玉ねぎ

14926.8 7.7 8.13

279.7 4.9 0.15

230

1594.1

141267.6

14328.9

6717

2902.4

185.3

159.6

1109.2

99

13.3

13.1

12.6

1.2

0.12

0.87

76.9

7.8

3.66

1.58

0.1

0.08

0.6

19156

1305.1

58

113.9

114171.4

34319.2

5597.2

1995.1

45.6

153.5

109.

10.82

0.74

0.03

0.06

64.5

19.39

3.16

1.12

0.03

0.09

0.06

合計 1837OO.6 100.0 177018 100
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3. 4 社会インフラの現況

( 1 )道路

本地域内には, Coban市とPlaya Grandeを結ぶ幹線道路の他は点在する農村問の

連絡道路は殆ど無い｡現在, Hueb11etenangOとQuicbe県を結ぶ道路建設計画がある

が財政的問題で着工されていない｡又､帰還難民受け入れ地区としてXalbal河を

挟んで両岸に各2ケ所ずつ国有地を当てる計画が進められているがこれらの受け入

れ地区ヘのアクセス道路はVictoria居留地を除いて未整備か､あっても徒歩でようや

く可能な現状である｡ 建設計画はPROt)ERE/tint)P で進められているが財政的問

題で着工されていない.それゆえ散在する農村間を結ぶ交通手段は､ホ'-トや徒歩

に頼っているのが現状で馬は極一部で使われている.

(2)生活用水

殆どの地域住民は､生活用水を河川水に求めており,そのため消化器系の疾病

率が大きく､生活環境は極めて劣悪であ■る.現在､ ⅠⅩcan地区では68本の井戸があ

り､手押しホ○ンフ○による給水が行われているが受益者は極一部に過ぎない｡

Victoria 難民居留地では､ホ○ン7oで近くの河川より､導水して塩素殺菌して難民

に給水している｡

(3)厚生施設

当地域内は公立,私立併せて3つの診療所があり､ 3人のドクターが居るが診療設

備も悪く満足な対応は出来ていない｡ この内の一つがVictoria難民キャン7oに設け

られドクターが常駐しているが医療資機材の不足が大きな問題となっている｡

この他､ PRODERE/UNDPではⅠⅩcan 地域に公衆便所を200 ケ所建設し､ Ingenieros

Aldea 近くに病院を建設中で､歯科､ ′ト児科等､ドクター3人と看護婦5人を常駐さ

せる計画を推進中である｡

(4)文教施設

本地区内に101の小学校が存在し､その内訳は次の通りである｡
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学校数 建設主体

4

12

16

70

Ixcan Grande cooperatives

EEC

Cburcb

Gllatemala Government

この偲､中学校が1校あり又､ PRODfRf/UNDPの援助するRural Trainitlg Schoolが

Cantabalにありこれまで看護婦及び准看育成コースがあったが地元師弟の育成が終

了し､現在､木工､電気及び機械の3コースを備えた職訓学校を建設中である｡加え

て､ PROI)ERE/UNDPでは帰還難民地区のVictoria を含めて6つの学校建設計画を進

めている｡

3. 5 メキシコからの帰還難民の状況

北西部地域ではHuehuetenago県に1ケ所､ Ⅹabal河を挟んで Quiche県側に3ケ所,

国有地を帰還難民の受け入れ居住地に当てる計画が進められている(図 3-5-1参

照). これらのうち､メキシコ国境に近いVictoria地区のみが,起伏のある山林を

切り開いてこの1月末に開設され,第1陣の帰国難民540家族を受け入れている｡

しかしながら他の3カ所はサイトの決定のみでアクセスはまだ未整備の状態である｡調査

団はVictoria難民キャ〃○をPRODERE/UNDPの案内で視察し難民の代表と会う機会を得

た｡同キャンプ○は Cantabalの町より北西に車で約30分の所にありキャン7o直前を深

く切れ込んだ河川(河幅約10 m)が横断しており現在､仮釣り橋が仮設されてい

る｡ここを挟んだ両岸の道路は現在工事中で幅員6 m 強はあり､河をわたった所

に道路を跨ぐようにVictoria難民キャ〃○の仮小屋が建ち並んでいる｡国連の難民

高等弁務官事務所も現在建設中で,起伏のある地形の中を伐採した大木が至ると

ころに放置され､根株が残る中に粗末な集会所や難民のすむハーラックが建ちならんで

いる｡ここには簡単な診療所が設けられ､医者が1人常駐していると云う｡飲料

水は近くの河川よりポンプで導水してキャ〃○内に2ケ所設置された袋型の水タンクに貯

水されここで塩素殺菌されて共同水栓で給水されている｡キャ〃○内には日用品を売

る店がいくつか建っており､清涼飲料水等が売られている｡ 平坦な所は,開墾

されトウモロコシ､ 7リホレス､や南京豆､野菜などを作付けしているが食料はクーァテマラ政柄や

教会関係の援助で凌いでいる｡

メキシコからの帰還難民は16名で構成される難民開発委鼻会で代表され､今回会っ

たメン)r-は､難民が入植する前に地元の人間がこのキャ〃-の近くでマ･)7ァナを栽培して

おり､これを中止させて代替え作物に替えさせねばならぬがまだ解決されていな

いと云う｡現在､この難民開発委貞会が国際機関等に援助のための要請書を提出

しているが､それが甥荏どのようにアクセスされているのかここでは分からないとの

事である｡
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図 315-1 Huehuetenango県及びquiche県Ixcan郡の難民キャンプ位置
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ここでの難民の生活状況は高温多湿の中で粗末なハーラヴクに居住し､衛生施設は下

水.汚水処理ともになくマラリア蚊も棲息しており生活環境は極めて悪い0 Victoria

難民キャンプの受け入れ適正規模は250家族程度と云うことで他の受け入れ地の居

住整備が整い次第､暫時この適正規模に進めていく計画とのことであった｡

4. Qtlicbe 県ⅠⅩcan 地区農業･農村開発計画

4. 1 目的

本調査はクーァテマラ国北西部地域のQuiche県Ixcan地区を対象として､メキシコより帰還

しつつある難民救済の目的を含めた農業及び農村開発計画の立案を実施するもの

である｡即ち､近年,クーァテマラ北西部地域において軍部の脅威からメキシコに避難して

いた住民が帰還しつつあるが長年にわたって放置されていた農地を始め,故地､

林野地などはかな‾り荒廃している現状である｡クーァテマラ政府は国内最貴地域である

これらの地域に於ける農業開発､社会インフラ整備事業を政策の最優先順位に位置付

けている｡このために生産関連イ)フラ整備､農業開発の近代化､生産性の改善,農

村人口の雇用拡大等をもって農家の所得増大と生活水準の向上を図ることが本計

画の目的である｡

4. 2 ⅠⅩcan 地区農業･農村開発計画の内容

( 1)農業開発

一

水源開発
一

農業基盤整備(水利施設､農道)
一

農業インフラ整備(集出荷場､農業共同組合施設､貯蔵施設､農産加工施設等)

-

農民組織の育成
一

農地造成

一

既存試験研究機関の強化

(2)社会インフラ整備･生活環境整備

一

連緒道･橋梁
一

上水道
一

厚生施設整備

一

文教施設整備
一

小規模発電
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(3)環境保全

一

山林保全
一 土壌保全

5.総合所見

クーァテマテ北西部地域は中央高原地帯(Alti Piano)の北部に位置し､古くからインテー

イオの伝統的な生活箇であったが軍事政権との対立から軍部の脅威を避けるためメキ

シコへ数万人が避難していた｡近年､民政移管以来､政情の安定化に伴い難民がメキ

シコよりかっての居住地へ帰還しつつあり､帰還難民も含めた地域の社会インフラ整備

を中心とした農業･農村地域開発が急務とされている｡そしてこの開発を進める

ことは現政権が打ち出している治安及び箕鮮対策の見地からこの地域を開発の最

優先地としている政策とも一致する｡ 今回､定住の始まっているメキシコ国境に近

いⅠ且Can 地区Victoria難民キャンプIの代表と話す機会があり､その中で住民側はも

し日本政貯の援助が得られるならば是非学校､病院､道路･楕を作って欲しい旨､

要望があった｡

そのために先ず短期的には､地域の物流条件改善のために散在する農村間の連

絡道路建設の整備と難民受け入れの拠点整備が急務と考えられる｡長期的には環

境保全を考慮した北西部地域全休の農業開発計画の策定が必要と判断される｡ク●

国政府の農業の多様化･商品化政策に立ってこれらの開発計画を進める場合､ニ

の地域は熱帯雨林気候帯で年間降雨量が多いときは4000mmを超えるため､土壌保

全の見地から裸地の拡大防止を考慮した農地造成が極めて重要である｡

最後に､この開発計画のための調査を進める上で･は､アクセスが未整備な広範な地

域が対象となるゆえにテントサ･)rのテー一夕-か航空写真の利用が不可欠と考えられる｡
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6.参考資料

6. 1 調 査 団 員

調査員名

1

経歴

新原輝久 昭和15年1月8日生

国際航業(秩)海外事業部

栗田絶学 昭和24年8月20日生

国際航業(秩)海外事業部

稲森郁朗 昭和2年12月31日生

国際航業(樵)海外事業部

宇佐美準一 昭和26年11月10日生

国際航業(樵)海外事業部
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6. 2 現地調査日程

8月3日(火)

4 日(水)

5日(木)

6 日(金)

7日(土)

8日(日)

9日(月)

1 0 日(火)

1 1日(水)

1 2 日(木)

1 3日(金)

1 4日(土)

1 5日(日)

1 6日(月)

成田発､ロス経由 クーァテマラ着

在クーァテマラ日本大使館及び外務省表敬,経済企画庁/農牧食糧

省/農業総局関係者と打ち合わせ

Cucbuma Taves 開発計画事務所関係者より情報収集

PRODERE/LTNDP 事務所関係者で情報収集

新原･栗田:現地(Playa Grande)へ出発､ Coban で宿泊

稲森･宇佐美:現地(Quicbe 県Santa Cruz)へ出発

新原･粟臼:Playa Grande 着､ PRODERE/口NDPで資料､情報

収集

稲森･宇佐美: Buehuetenago県 ウエウエテナンコ小､アク●ァヵン視察

新原･栗田: Victoria 勇臣民キャンプ○視察､Ⅰ□geniorus 稲作フーロ

シーェクト視察

稲森･宇佐美:ウエウエテンコ一県､ケツPJアルテナンコp県視察後クーァテマラへ

移動

新原･栗田:農業総局育苗圃場/牧畜業総局繁殖場視察､

Coban
へ出発､ 宿泊

新原･栗田:クーァテマラ着､ INSIVUMEF(国立地震火山気象水文庁)

で資料収集

資料整理及び取りまとめ

農牧食糧省企画局 にて現地調査報告書作成

農牧食糧省企画局で現地調査結果報告

荏クー7テマラ日本大使館で現地調査結果報告

出国

ロスアンシーェルスで宿泊

帰国
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hlr.Antonio Sanchez
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外務省
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6. 4 収集資料リスト

(1) Region VII地域の地形図(5万分の1･)

(2) MAPA EIIDROLOGICD/GUATEMALA(1:1.000.000)

(3二IFONAPAZ-PRODERE/PROYECTO INFRUSTURUCTURA VIAL

(4) PROYECTO INFRUSTURUCTt]RA VIAL/ENLACE IQtlICIIE-BUEHUETENANGO'

/PRODERE,FOⅣAPAZ,CECI,MINDES,I)IR.GRAL. CANINOS

(5) ECONOMIA

(6) TERITORIO

(7) PROGRAMA DE DESARROLLO PARA DESPLAZADOS REFUGIADOS Y REPATRIADOS EN

CENTRO AHERICA SUBPROGRA岨A GLIATE出ALA/NACIONES UNIDAS 1993

(8) ENCtlESTA SOCIODEMOGRAFICA DE POBLACION DESPLAZADA Y REPATRIADA

t'9) PROGRAMA I)E DESARROLLO PARA DESPLAZADOS REFUGIADOS Y REPATRIADOS EN

CENTRO AMERICA PRODERE SUBPROGRAMA GUATEMALA
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Republic of Guatemala

Field Report of Project Findings Survey

For

Agriculture and Rural Development Project in

Northern Region Of the Republic of Guatemala

August, 1993 Guatemal a

Agricultural Development Consultants Association

( ADCA/ Tokyo, Japan)

-***********************************************************-

1.エntroduction

Based on the project item sotlrCe through the ambassador

of Guatemala Embassy in Japan, Agriculture Development Consultant

Association Mission(hereinafter refers to ADCA mission) was

dispatched to the Republic of Guatemala in order to judge

whether or not t也e project item is reasonable based on the scope

of Japanese aid policy to the Republic of Guatemala.

ADCA mission carried out field survey on the proposed area

with collecting data and information during stay from August 4th-

13th. and also discussed with relevant persons of the

governmental organization concerned.

After a series of discussion with field survey, this

project item was judged as an urgent project in terms of

improvement of social-infrastructures focusing on farm roads,

agricultural development
and improvement of living environment

and so forth･ Thus we, ADCA nissiQn made a field survey report:

On t:he proposed project area and stlbmitted for your perusal

consideration to make a request to the Government of Japan.



PROYECTO : ESTtlDIO DE FACTIBILIDAD SOBRE EL PLAN DE DESARROLLO

Y RURAL EN LA REG工ON NOROESTE DE GUATEMALA(P.D.A.氏)

UN工DAD EJECtJTORA: UNIDAD SECTOR工AL DE PLAⅣ工FICAC工ON AGROPECtlARIO

Y DE ALIMENTACION

INFOM( INSTITUTO DE FOMENTO MtlN工CIP且L)

1. Justification

Recently in Northwestern of Guatemala′ the inhabitants

evacuated to Mexico due to a threaten caused by the military are

returning to their hone for resettlenent. Especially, in both

prefectures of Huehuetenango and EI Quiche the number of

returnees are estimated about 5′000 - 6.000 as of 1993. でotal

number of refugees evacuated to Mexico is said to be amounted to

approximately 45,000 - 50,000, and 30,000 of them are supposed

to be resettled to their home living area by 1996.

These areas where the refugees once dwelt were left over

several decades. thus pasture. forest incltlding farming land are

presently severely devastated. The Government of Guatemala

decided the both工Ⅹcan(Euehuetenago) and Sun LuisエⅩcan(Quiche)

areas t:o be the most important relief areas for returnees, and

from a view point to keep security

area, gives a highest priority to

operation for preparing of social

developing of agriculture. However,

and to reduce poverty in the

the policy of the plan of

infrastructures as well as

the Government Of Guatemala

is financially put on a difficult condition, thotlgh it is

emergent to rehabilitate these devastat:ed farmland and improve

road network for transportation
of cozttnodities.

Considering the above mentioned situation, ADCA mission

Carried out the field survey onエⅩcan Municipio in EI Quiche and

mount:ain area of Sierra log Cuchunatanes in Huehuetenango in this

time.

As a result: of the field survey, it is found that most of

the former region is alnostundeveloped tropical rain forest area



while the latter is also undeveloped mountain climate area

without access roads by vehicles. tbus it was difficult to

collect enough information. Playa Grande area in 工Ⅹcan

Municipio is proceeded with development program by PRODERE/UNDP

at present and also, the resettlement program for returnees from

Mexico has commenced in

for the refu9eeS′i.e.,

prepared and very poor

sites for refugees are

project Was tO focus on

some area; however. the residential camp

Victoria refugees camp is almost not

living condition. AIso other planning

not ready to acco皿Odate. thus tbls

工Ⅹican Municlp10.

2. General condition of the proposed area

2.1 Outline of the area

Playa Grande in EI Quiche located at about 385 kn

north-north west from capital city of Guatemala is a town. facing･

the international border to Mexico, and a proposed area for this

project, 1Ⅹcan district is around 1543 km2 with 50
-

500 m

elevation. This area consisted of 140 Aldeas with 44.670

inbabitants･ Playa Grande is the center of the municipio and

dewlt with about 7,000 inbabitants･ This area belong･s to

tropical rain forest climate with annual precipitation of 2477.5

rrLn･ annual mean temperature 24･9
0

c(工NSIVUMEH: Chixoy

meteorological observation station in the national earthquake,

volcanic. climate and hydrology agency).

The proposed area located in northern plateau of Chama

mountain range has the River Chixoy o Negro where become an

international river in the downstrea皿 and many small rivers

flowing■ in every direction. Abnndant surface water and

relatively shallow underground water level make the water source

of agriculture and water supply easy. Further, this area

accommodated a lots of returnees from Mexico, and 77 percent of

the inhabitants are engaged in agriculture sector, cultivating

major food crops like mail;e and frijoles, but cash income per

household is 225 0/month, a poorest area among Guatenala.



At present, the program of resettlement for returnees are

proceeded by accoztLmOdating them to the state lands of lxcan area

where are scattered over 4 sites, and the Victoria refugee camp

where is closed to the border of Mexico has been opened since

early 1993 by developing forest area, and 540 families are

already accommodated. The refugees are distributed with foods

from the Government as well as church aid. but their residential

environment is extremely poor. Otber 3 sites are decided only

the locations without access roads which shall be constructed in

the near future and not opened yet.

Access to Playa Grande from Guatemala city is through

national highway CA 9. CA 14,and passing through Coban city and

crossing Chama mountain range･ However,the road from Coban city

to Playa Grande is a unpaved gravel road wit:h 3 - 4 n width,

thus it takes about 6 hours in one way trip and total necessary

tine from Guat:enala results in 10 hours･ Further during rainy

season, it is Often difficult to pass.

2･2 Present condition of agriculture

The target area for this survey is fertile soil and

exposed to high temperature with high humidity weather through

a whole year, and cardamon. coffee and vegetables are mainly

cultivated with major Crops like mai2:e, rice and frijoles.

Also here is suitable condition for cultivation of cacao,

banana. citrus. plmentO. Vanilla. pineapple, acbiote and coconut

plants. etc and DIGESA has nursed and distributed the nur‾series

of cardanon to local people, and carried out cultivation trials

over these potential crops in the research field of 72 ba.Two

Sites of lngenieros and Tres Kios Aldeas where are along the

Chixoy o Negro river are mainly cultivated with upland rice, and

the rice mill is
construct:ed at each site sponsored by

PRODERE/UNDP･ But developing domestic market for rice is a big

problem, thus皿OSt Of rice is sold to Mexico through the border.

The processing facility for cardamon is scattered over 10



sites in Ixcan Mtlnicipio and the products processed here are

transported to Guatemala city. Livestock in this area are mainly

farmyard poultry with few beef cattle raising′ and the DIGESEPE

is managing Chick and piglet raising to distribute them to local

people. 1n addition, a test propagation of river bream is

experimented as well. でhe land-use condition of the lxcan

Municip10 is statistically not available but a hearing survey

resulted in below, where estimated a farmland area′of 25 %･ No

farmland consolidation resulted in rain fed farming method only.

でhis area was once dwelt by the farmers who escaped from

a threaten caused by the nilitary
.and

the farmland was

remarkably devastated because of being left over several decades.

Land-nse condition in EI Ouiche 工Ⅹcan

Land-use Area(ha) Percent:age( % )

Farmland 40. 000

-upl and

-paddy
field 1,000

Orchard

Pasture 10

Fallow land

Forest 60

Others

Source: From D工GESA staff of Playa Grande

2.3 Present condition of social-infrastructures

(1) Road

ln this area, apart from a main road to connect Coban city

with Playa Grande, access roads among the scattered villages are

scarcely prepared･ At present, a na3Or road from Huehuetenango

to EI Quiche is planned but not co皿皿enCed yet due to financial

problem･ For the planning sites to accoznnodate refugees, the

Program tO aCCOZnZnOdate the refugees to the state lands, where



allocate two sites per each bank crossing over the Xalbal ri∇er′

is proceeded. But access road to these proposed refugee camp

sites are presently not prepared or barely approached by foot.

except for the Victoria refugee camp.

The construction program for roads in the lxcan area is

shouldered by PRODERE/tlNDP but not commenced fully due to

financial problem･ Therefore･ traffic mean to connect a凪o_ng

scattered villages are mainly depending on foot or boat, and few

horse in some part.

(2) Water supply

Most of the local inhabitants are gett:ing water from

rivers. which consequently raises a rat:e of getting sick related

to digestive system, thus living environment is extremely poor.

At present. 68 hand pump Wells are available in lxcan area but

only for a few beneficiaries. On the other band′ the Victoria

refugee camp has been installed with water supply system of

chrolination by pumping near river water to the camp.

(3) Facilities for social welfare

lxcan Municlpio has three clinics including public and

private. and involving 3 doctors but poor clinic facilities do

not meet satisfactory treatment to patients. One of them is in

the Victoria refugee camp with a permanently stationed doctor but

deficient
medical equlPnent With medicine cause a big problem.

Besides, PRODERE/UNDP constructed 200 public toilets over

the lxcan Municlpio and further, a construction of hospital which

involves in 3 doctors like pediatrician, dentist with 5 nurses

is commenced.

(4) Education

The Ixcan Municipio involves in 101 primary schools and

which is broken down into as follows;



Ⅳo. of Schools Constructed by

4

12

15

70

ⅠⅩcan Grande Cooperatives

EEC

Church

Guatemal a Government

Source : PRODERE/UⅣDP

Besides, one 3unior high school

Rural Training School sponsored by

construction involving in three courses

is in the municlplO. and

PRODERE/ロⅣDP is under

like carpenter. electric

and mechanics. after completion of training course Qf nurse and

assistant nurse by admitting local girls. エn addition.

PRODERE/UNDP is proceeding the plan of constructing 6 schools

including the Victoria refugee camp.

3. The ProコeCt

3.1 Objective

This survey is aimed at carrylng Out a feasibility study

to focus on 工Ⅹcan Municipio in EI Quiche in north-west area of

the Republic of Guatemala in order to formulate agriculture and

rural development plan including to relieve the refugees who are

returning from Mxico to the area for their resettlement.

Recently in northwestern region Of the Republic of

Guatemala, the inhabitants who evacuat:ed to Mxico due to a

threaten caused by the military are returning to their home land

for resettlement. And the present situation of these area like

farm land. pasture and forest is severely devastated because of

being■ left over several decades.

The Government of Guatemala decided to give a highest

priorit:y for these poorest area among t:he country in terms of the



policy for agricultural development and improvement of social

infrastructures.

Therefore, this project is aimed at implementing the

following plans:

(1) preparing infrastructures relevant to agriculttlre

production

(2)modernizing farming method.

(3) improving productivity,

(4) expanding opportunities for

(5) increasing farmers income tO

villagers employment

raise their living standard.

3.2 Contents of survey

(1 ) Agriculture Development

-Water resources development

-Land consolidation improvement ( irrigation facility, farm

road)

-Preparation of agriculture infrastructure( agriculture

COOPerative association facilities, storage facilities,

facilit:ies for collection & shipment agricultural

product, facilities for processing agriculture products)

-Promotion of farmer's organi2:ation

-Development of farm land

(2) Improvement: of social infrastructures and living environment

-Access road/bridge construction

-Preparation of water supply

-Preparation of social welfare facilities

-Preparation of education facilities

(3) Nature Conservation

-Forest conservation

-Soil conservation



T宜加工NOS DE REFERf3fC工A

A ) General

1.

2.

Los servicios de lngenieria para la preparaci6n de EI

Esttldio de Factibilidad para el Plan de Desarrollo Agricola

y Rural en el 孟rea de 工Ⅹcan de la Parte Norte del

Departamento de Ouich色 en la Reptiblica de Guatemala (en
adelante se denominar孟 -Teュ Proyecto” ) comprenderan:

P reparac i 6n de reporte con resul tados de 1 as

recopilacion?s, tabulaciones, an&1isis e interpretaciones

de la informaci6n de campo, para discutirla con ユas

autoridades del Gobierno de Guatemala, con el prop6sit:o de

seleccionar log proyectos prioritarios de desarrollo.

Conducci6n de

de prioridad
EI Gobierno

solicitar al

Reembol sable

un estudio de disefio b&sico para el esquema

escog■ida.

de Guat:enala ha tenido la intenci6n de

Gobi erno

para la

prioridades escogidas
Desarrollo Agricola

de Japan, Cooperaci6n Financiera no

inplenentaci6n

para la primera

y Rural en

de los esquenas de

etapa del Proyecto de

el 孟rea norte del

Departamento de Quich色.

a) Estudio de Fact:ibilidad

El estudio para fornular el Plan de Desarrollo Agricola y

Area en el barrio de lxc且n del Departamento del Quich色.
comprender岳 principalmente :

1.

2.

3.

Amalisis de la situaci6n actual del desarrollo por el

Gobierno de Guatemala y Bus instituciones ejecutoras.

Establecer objetivos de desarrollo.

Estudio de infraestructura socioecondmico,
caminos, suninistro de agua, salud y san'idad,
electricidad, industria rural y conunicaci6n.

3.1 Deterninar los requerimientos de caminos

que faciliten el desarrollo int:egra1.

tales como

educaci6n.

neCeSarlOS.

3･2 Investig.aciones detalladas de ca皿pO. tales como:

estudio de suelos , uso de tierras
, anal isis

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

hidrogr&fico, riego, drenaje y estudio agricola y

cobertura arb6rea.

Investigar el nedio aJnbient:e para la vivienda de

habitantes.

Estudio sobre posibilidad de desarrollo de los

productos 'agricolas.
Estudio sobre posibilidad de desarrollo ganadero y

pisclcola.

Estudio sobre facilidades de mercado para lo忌

productos agricolas.
Deterninar el grado de eficiencia de los servicios de

extensi6n.



4.

5.

6.

7.

8.

9.

C.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

3.8 Estimaci6n del畠rea y poblaci6n a beneficiarse.

3.9 Estimaci6n de costos y plantea皿ientos de cada

infraestrtlCturaS fisicas y sociales.

3.10 Estimaci6n de costos de cada proyecto y Bus

beneficios.

Formulaci6n del Plan de Desarrollo lntegrado basado en

estimaciones de costos preliminares y posibles beneficios.

-■

Conocer el estado actual del area lo cual sera objeto del

proyecto, y proponer el plan de recuperaci6n y nanejo de

los mismos.

Determinar posibilidades de desarrollo de la agro

industria.

Identificaci6n y priori2:aCi6n de necesidades en cada sector

de desarrollo.

Estudio de estrategia de desarrollo en cada sector.

Anali2;ar las prioridades de los esquenas de desarrollo

basico e identificar ユas obras urgentes 可ue deber畠n ser

implementadas con la Cooperaci6n Financiera no Reenbolsable

del Gobierno de Japan.

Conducci6n de los Estudios topogr亀ficQS para la ejecuci6n
de las obras prioritarias seleccionadas (preparaci6n del

mapa topografico).

Elaboraci6n de un informe en cada etapa de estudio del

diagn6stico.

ReqrueriJAientos de E王pertOS

Los expertos a contratarse para el estudio en menci6n se

describen as土:

Super intendente

Especialista en Desarrollo Agricola integral

Especialista en Desarrollo Rural integral

Especialist:a en uso de tierras y suelo

Agro-economi sta

lngeniero de suelo

Ingeniero Hidr&ulico

Especialista en Conservaci6n de Recursos Forestales, Vida

Silvestre y Evaluaci6n del Medio Anbiente.

Zngeniero en Riego y Drena3e

Ingeniero en Suninistro de Agua

2



ll.

12.

13.

14.

15.

Especialista en Ganaderia

Especialista en Maquinaria Agricola

Especialista en Estudio de Mercadeo

lngeniero en Planificaci6n de Caminos

Top6grafo



RONOGRAHA DE ACTIV DADES

Afio

No.ACTIVIDAD

1 2 3 4 5 6

1EstudiodeFac-

tibilidad ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ

2EstudiodelDi-

sefiob占.sico ⅩⅩⅩ

3EstudiodelDi-

sefiodetallado

ⅩⅩⅩ

4Ejecuci6nde

Obra

ⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩⅩ


	表紙
	位置図
	現場写真
	目次
	1．諸言
	2．グァテマラ共和国の概要
	3．北西部地域の概要
	3．1　開発の必要性
	3．2　計画地区の概要
	3．3　農業の概況
	3．4　社会インフラの現況
	3．5　メキシコからの帰還難民の状況

	4．quiche県　Ixcan地区農業・農村開発計画　
	5．総合所見　
	6．参考資料
	6．1　調査団の経歴
	6．2　調査日程表
	6．3　面会者名簿
	6．4　収集資料リスト
	6．5　Field Report of Project Findiｎgs Surveｙ
	6．6　Terms of Reference（開調：西語）




